
の
比
較
で
す
。

　

和
歌
山
市
の
就
業
人
口

は
２
０
１
５
年
の
17
・
５

万
人
か
ら
２
０
４
０
年
は

12
・
６
万
人
と
、
25
％
以

上
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
年
齢
ご
と
に
就

業
し
て
い
る
業
種
の
割
合

を
固
定
し
て
比
較
し
た
場

合
、
建
設
業
や
小
売
業
、

製
造
業
な
ど
に
携
わ
る
人

口
が
大
幅
に
減
少
す
る
反

面
、
医
療
・
福
祉
、
生
活

関
連
サ
ー
ビ
ス
業
に
携
わ

る
人
口
は
そ
れ
ほ
ど
減
少
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みんなでつくる情報板

わかやまイベントボード
●おつきあい “力” UP しませ
んか！
　相手に気持ちが通じる コミュ
ニケーション方法「アサーティ
ブ」で、 「おつきあい力」を高め
ませんか。
日時　7月 22 日（日）
　　　10:00 ～ 12:00
場所　和歌山ビッグ愛 9 階会議
室Ａ
講師　谷水 美香さん（NPO 法
人アサーティブジャパン認定講
師）
参加費　500 円（資料代）
定員　20 名（申し込み必要）
問い合わせ・申込み　和歌山イ
コール会議・地域づくり部会
（090-2195-5458、n27o5b8u@y
ahoo.co.jp、井口さん）

●共育支援メニューフェア
　学校や生涯学習、企業研修等
の現場で使える様々な学習メ
ニューの「見本市」です。
日時　7月 24 日（火）
　　　14:00～16:00
場所　和歌山県立体育館
参加費　無料
問い合わせ　和歌山県生涯学習
課（073-441-3725）

●めだかと夏祭り 2018
　めだかの展示販売のほか、紙

芝居の読み聞かせ、めだかすく
いなどの体験、参加無料のコー
ナーに加えて、かき氷や駄菓子、
フランクフルトの販売なども。
日時　7月 28 日（土）
　　　11:00 ～ 15:00
場所　紀三井寺公園・競技場前
ひろば（中央トイレ前通路）
参加費　無料。商品は有料です。
問い合わせ　一般社団法人和乃
絆・就労移行支援事業所マイパ
レット（073-412-8010）

●筋疾患講演会・個別相談会
　筋疾患の患者、家族、教育・
保健・福祉・医療関係者などを
対象とした講演会です。
日時　7月 28 日（土）
　　　13:30 ～ 16:30
場所　県立情報交流センター
Big・U
定員　講演会 50 名、個別相談
会 6名
参加費　無料（申し込み必要、
7月 20 日締め切り）
問い合わせ・申込み　和歌山県
難病・子ども保健相談支援セン
ター（073-445-0520）

☆このコーナーでは「わかやま
イベントボード」に掲載されて
いる情報をピックアップしてご
紹介しています。

和歌山を創る新聞

かつくわ隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起

このほかの情報もたくさん掲載！
「わかやまイベントボード」 

URL http://eventboard.shiminjuku.jp/

　2017 年に連載しました、SDGs「国連・持続可
能な開発目標を知ろう」の連載記事をバックナン
バー集としてまとめました。各種教材としてご活
用下さい。
　「わかつく」バックナンバー掲載ページ http://w
ww.wnc.jp/wakatsuku/ から PDF で入手できます。

女
性
に
限
っ
て
み
る
と
90

歳
以
上
の
人
口
が
極
端
に

多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

高
齢
化
が
進
む
の
は
み

な
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り

で
す
が
、
和
歌
山
市
に

限
っ
て
み
る
と
、
90
歳
以

上
の
方
が
こ
こ
ま
で
増
え

る
予
測
と
な
っ
て
い
る
の

は
驚
き
で
す
。

就
業
の
形
も
変
わ
る

　

続
い
て
、
２
０
１
５
年

と
２
０
４
０
年
の
就
業
者

未
来
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
は

　

わ
た
し
た
ち
は
い
ま
、

初
め
て
の
「
人
口
減
少
」

の
局
面
を
迎
え
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
高
度
成
長

期
に
整
備
さ
れ
た
各
種
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
介
護

負
担
の
拡
大
、
耕
作
放
棄

地
の
増
大
な
ど
様
々
な
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
の
国
勢
調

査
の
結
果
や
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

人
口
推
計
の
ほ
か
、
労
働
、

福
祉
、
農
林
水
産
業
、
所

得
、
行
財
政
な
ど
、
様
々

な
統
計
デ
ー
タ
を
組
み

込
ん
で
、
２
０
４
０
年

ま
で
の
25
年
間
の
産
業

構
造
や
保
育
・
医
療
・

教
育
・
介
護
等
の
需
給

ギ
ャ
ッ
プ
、
行
財
政
の

推
移
な
ど
を
、
自
治
体

単
位
で
推
測
す
る
の
が

「
未
来
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
」
で
す
。
現
在
、

未
来
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

で
得
ら
れ
る
予
測
を
「
未

来
カ
ル
テ
」
と
し
て
簡

易
に
提
供
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
。

形
が
変
わ
る

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

　

２
０
１
５
年
の
国
勢

調
査
の
結
果
、
和
歌
山

市
で
一
番
人
口
が
多
い

年
齢
層
は
65
〜
69
歳
の

団
塊
の
世
代
、
次
に
多

い
の
は
40
〜
44
歳
の
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
で
し

た
。
25
年
後
の
２
０
４

０
年
の
人
口
構
造
を
み

る
と
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
が
一
番
人
口
が
多

く
、
こ
こ
を
頂
点
に
山

型
と
な
っ
て
い
る
の
が

わ
か
り
ま
す
。
た
だ
し

未来シミュレーターでみる 2040 年の和歌山市は？
　「未来シミュレーター」というプロジェクトをご存知でしょうか。千葉大学大学院の倉阪研究室、芝浦工業大学、国立環境研究所などが開発に取り
組んでいるもので、全国の自治体の「25 年後」の姿を明らかにすることで、地域に潜在している課題を把握してもらおうというものです。
　今回は「未来シミュレーター」で明らかになった和歌山市の 25 年後の姿を少しだけご紹介します。

し
な
い
よ
う
で
す
。

　

こ
こ
最
近
、Ａ
Ｉ
の

発
達
に
よ
っ
て
仕
事
の

あ
り
方
が
大
幅
に
変
わ

る
か
も
、
と
い
っ
た
話

題
が
世
間
を
賑
わ
せ
て

い
ま
す
が
、Ａ
Ｉ
が
大

幅
に
就
業
人
口
が
減
少

す
る
職
種
を
カ
バ
ー
で

き
う
る
存
在
に
な
る
の

か
、
要
注
目
で
す
ね
。

介
護
需
要
は

ま
だ
ま
だ
増
え
る

　

高
齢
者
が
増
加
す
る

と
い
う
こ
と

は
介
護
保
険

制
度
を
必
要

と
す
る
方
も

増
加
す
る
と

い
う
こ
と
。

以
前
「
わ
か

つ
く
」
で
も

ご
紹
介
し
ま

し
た
が
、
和

歌
山
県
は
介

護
保
険
の
要

支
援
・
要
介

護
認
定
率
が

全
国
ワ
ー
ス

ト
１
位
。
和

歌
山
市
の
人
口
動
態
に
照

ら
し
合
わ
せ
る
と
２
０
４

０
年
に
は
介
護
保
険
制
度

を
必
要
と
す
る
方
は
２
０

１
５
年
の
１
・
５
倍
近
く

に
、認
知
症
患
者
数
は
１
・

７
倍
に
達
す
る
予
想
で

す
。
こ
れ
は
和
歌
山
市
の

全
人
口
の
８
人
に
１
人
が

介
護
保
険
の
受
給
者
に
、

ま
た
全
人
口
の
実
に
１
割

近
く
が
認
知
症
患
者
に
な

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。

　

介
護
度
を
上
げ
な
い
よ

S D
G を知ろう　バックナンバー集

国連・持続可能な開発目標
s

未来シミュレーター、未来カルテは「未来のストックが見える　 OPoSSuM（オポッサム）」
で提供されています。「未来カルテ」は Microsoft Excel 形式でダウンロード可能。紙幅の
関係で本稿で取り上げられなかった他の推計もあります。http://opossum.jpn.org/

う
に
高
齢
者
の
健
康
を

キ
ー
プ
す
る
取
り
組
み
、

認
知
症
の
方
を
支
え
る
取

り
組
み
が
今
後
と
て
も
重

要
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

公
共
財
の
維
持
は重荷

に

　

過
去
に
も「
わ
か
つ
く
」

で
取
り
上
げ
た
、
公
共
施

設
や
道
路
・
水
道
等
の
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
・
管
理
。

こ
の
予
測
で
は
、
人
口
１

人
あ
た
り
の
公
有
財
産
建

物
の
維
持
管
理
費
用
は
年

間
３
・
９
万
円
か
ら
25
年

で
５
・
０
万
円
に
、
人
口

１
人
あ
た
り
の
道
路
の
維

持
費
用
は
０
・
６
万
円
か

ら
０
・
７
万
円
に
、
そ
れ

ぞ
れ
負
担
が
増
え
る
と
い

う
予
測
で
す
。
道
路
に
比

べ
て
、
建
物
の
維
持
費
の

増
加
割
合
が
大
き
い
の
が

気
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は

和
歌
山
市
は
赤
字
に
？

　

行
政
の
歳
入
・
歳
出
を

人
口
に
連
動
さ
せ
る
形
で

予
測
し
た
結
果
は
、
２
０

２
０
年
に
は
歳
出
が
歳
入

を
上
回
り
赤
字
に
な
る
予

測
。
特
に
２
０
３
５
年
頃

が
赤
字
の
ピ
ー
ク
と
な
る

予
測
で
す
。
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
増
収
策
や
歳
出

の
抑
制
を
進
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

な
に
か
わ

た
し
た
ち
の

社
会
に
と
っ

て
は
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
推

計
が
多
く
出

て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
多
く
は
、
い
ま
現
在
の

制
度
や
傾
向
が
25
年
続
い

た
場
合
の
推
計
で
す
。
こ

れ
か
ら
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
で
こ
れ
ら

の
推
計
値
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
方
向
に
変
わ
り
う
る
も

の
で
す
。

　

事
実
と
し
て
「
消
滅
可

能
性
都
市
」
の
問
題
が
全

国
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
全

自
治
体
で
策
定
・
実
行
さ

れ
て
か
ら
、
人
口
減
少
の

度
合
い
は
当
初
予
想
よ
り

も
緩
や
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
に
む
け
て
で
き

る
こ
と
を
、
行
政
・
企
業
・

市
民
の
適
切
な
連
携
・
協

働
に
よ
り
進
め
る
こ
と
が

な
に
よ
り
大
事
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
志
場
久
起
）

2015 年（左）と 2040 年（右）
の男女別人口ピラミッド。
2040 年の女性 90 歳以上が
飛び抜けて多いことに注目

（予測）

（予測）

（予測）

（予測）

「平成 30年 7月豪雨」被災地に
和歌山の 梅干し を贈ろう プロジェクト緊急企画

　このたびの豪雨で被災されたみなさまに心よりお見舞い申し上げます。
　今後、被災地では暑さのなか、復旧・復興作業が進められることとなり、
その環境は極めて厳しいものになると思われます。
　7年前に紀伊半島大水害を経験した和歌山県から、豪雨被災地へ少しでも
恩返しができれば…そんな想いで「和歌山の梅干しを贈ろうプロジェクト」
を実施します。
　わかやまNPOセンターのウェブサイト（http://www.wnc.jp/）から特設サ
イト「【緊急募集】平成 30年 7月豪雨被災地に和歌山の梅干しを贈ろうプロ
ジェクト」へ。クレジットカード決済で1口3,000円のご寄付を募っています。
3,000 円でおよそ 20個の南高梅を被災地にお届けできます。
　みなさまの暖かいご協力をお待ち申し上げております。


